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 光コムは極めて正確に制御された超短パルスレーザーであり、なかでもモード同期ファイバレ

ーザーによる光コムは低ノイズかつ長期安定性に優れ、多様なドープファイバを用いることで

様々な波長帯において実現できる。光コムは様々な分光等に有用だが、特性の異なる光コムを組

み合わせて用いることにより、コヒーレンスや非線形光学を用いた自由度の高い高機能な応用が

可能となる。しかし、そのためには異種の光コムの高精度同期を行う必要がある。我々は、前回、

光コムの標準的光源として広く用いられる安定性に優れた光通信帯の Er ドープファイバと、高利

得な 1μm 帯の Yb ドープファイバを用いた 2 台のモード同期ファイバレーザーの開発を行った

[1]。これらを高精度同期させることにより 2 つの特徴を併せ持った光コムとしての利用が期待さ

れる。しかし、発振波長が大きく異なっているため、高精度同期を行うためのスキームを開発す

る必要がある。本研究では、そのために 2 種のファイバコムのタイミング同期法の検討を行った。 

 図 1(a)、(b)に構築した Er ファイバコムと Yb ファイバコムの共振器構成を示す。まず、それぞ

れの共振器長を可変にして、繰り返し周波数(frep)が、それぞれ Er コムで 106 MHz、Yb コムで 53 

MHz とちょうど逓倍の関係になるよう構築した。さらに、PZT 素子によって共振器長を制御し、

2 種の frep を共通の Rb 周波数標準に対して sub-mHz の精度で安定化した(図 2(a)、(b))。これによ

り 2台の出力パルス列の間隔は正確に 2倍の関係となりタイミング同期を行うことが可能となる。

次に、2 種のパルスのタイミングを一致させるため、相互相関測定の実験系を設計した。2 台の繰

り返し周波数を僅かに変化させることで非同期から同期へと切り替え、2 台のパルスを高精度に

タイミング同期させることが可能となる。講演では相互相関測定によるタイミング同期の特性評

価について議論する予定である。本研究は QLEAP(JPMXS0118069242)の助成を受けた。 
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図 1 共振器構成図 (a) Er, (b) Yb ファイバコム     図 2 RF 同期 (a) Er (b) Yb ファイバコム 
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